
6 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：株式会社ケイセイプランニング

実施日程：令和5年4月1日～令和6年3月31日

施設外就労　

事務

コンビニエンスストア販促用POPデザイン・製作

社会奉仕団体事務局運営補助　他

利用者数：3名～4名

＜目的＞

＜成果＞

利用者が住み慣れた地域で生活基盤を築くた

め、企業の障害者雇用に対する理解を促し、就

労の場の確保を目指す。

利用者自身は、一般企業内で働くことで、働く

イメージを具体化できる。

日々の仕事を通じて、わかりやすく役に立って

いることを感じて、自己肯定感が高まり、仕事

に対する責任感や積極性が見られるようになっ

た。コミュニケーションスキルの向上も見ら

れ、来客対応ができるようになったことは、非

常に大きな成果である。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 VSサポート

住　所 石川県金沢市彦三町2丁目1番10号　真和ビル1階

1710103837

澤田　理絵

令和5年度電話番号 076-221-1233

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社ケイセイプランニング 担当者名 代表取締役　西野　惠

先日、働いてくれている障害者の方と近所のスーパーで会いました。その時に「西野社長」と大きな声で声を

かけてくれました。ごく日常の一場面と思われるでしょうが、私にとってはとても感慨深い出来事でした。平

成29年から施設外就労の受け入れを始めましたが、当初は、こちらから声をかけても返事が返ってくることが

なかったのに…。今では、「社長と居ると、しゃべり過ぎて仕事にならんわ」と言われるまでになりました。

正直、病気の症状や特性への対処に困ったのも事実です。その都度、支援員の方と話し合いながら、いろいろ

なトラブルを解決してきました。できる仕事も限られていると思い込んでいましたが、やり方次第でできるよ

うになることがたくさんあることもわかりました。 今では当社の多岐にわたる業務に携わってくれています。

今年はより専門的に仕事ができるように業界の商品展示会にも連れて行く計画を立てています。彼らが施設か

ら卒業して、社会に出ていくために働く場を増やしたい。企業の経営者として、障害者雇用の推進に少しでも

寄与できればと考えています。

会議で使用する資

料の準備

コンビニエンスス

トアに掲示する販

促用POP製作中の様

子（Excelソフトを

使ってデザイン）

コンビニエンスス

トアに掲示する販

促用POP製作中の様

子（イラストカッ

ト→ラミネート加

工）

様式１


